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研究成果の概要（和文）：本研究では、①「「唐人踊り」「唐人祭り」にみる朝鮮認識」、②「戦争芝居に描か
れた中国朝鮮像」、③「浪花節に語られたナショナリズム」という３つのテーマを設定し、大衆娯楽に描かれた
他者像の分析をもとに民衆の他者認識の形成と変容について検討した。テーマ①はコロナ禍の影響で十分な調査
が実施できなかったため今後の課題としたい。テーマ②は日清戦争芝居の脚本に登場する中国人・朝鮮人の描写
を通して新派劇俳優川上音二郎の他者認識を検討し、論文を発表した。テーマ③は中国革命の支援活動で挫折し
浪花節語りとなった宮崎滔天が自らの主張をどのように浪花節に結実させたかを検討し、研究協力者により論文
が発表された。

研究成果の概要（英文）：This study examines the formation and transformation of people's perception 
of others based on the analysis of images of others depicted in popular entertainment under three 
themes: (1) "Recognition of Korea in 'Tojin Odori' and 'Tojin Matsuri'" (2) 'Images of China and 
Korea depicted in war plays' and (3) 'Nationalism depicted in Naniwa-bushi'. Theme (1) was not fully
 investigated due to the impact of the coronavirus pandemic. This Theme will be discussed in the 
future. Theme (2) examined Otojiro Kawakami's perception of others through the portrayal of Chinese 
and Koreans in the scripts of Sino-Japanese War plays. The results were published in a paper.Theme 
(3) examined how Toten Miyazaki, who became a Naniwa-bushi storyteller after being frustrated by his
 support activities for the Chinese Revolution, brought his own ideas to fruition. The results were 
published by a research collaborator.

研究分野：朝鮮近代史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで日本人の他者認識をめぐっては主に学者や政治家といった知識人の立場から語られた言説を検討したも
のがほとんどであったが、本研究ではそうした知識人層ではなく、広く一般の日本人における他者認識がどのよ
うに形成され、また変容していくのかという問題に焦点を当て、大衆娯楽という媒体を通してそれらを長期的ス
パンで捉えようと試みた。こうした試みは、グローバリゼーションや文化の多様性が声高に唱えられながらも、
いまだに排外主義的な主張が繰り返されている現代の日本が抱える問題の淵源を考えるうえでも、極めて重要な
作業である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近代（明治期）における日本人の他者認識をめぐる研究は、古谷哲夫編『近代日本のアジア認
識』（緑陰書房、1996年）、吉野誠『明治維新と征韓論－吉田松陰から西郷隆盛へ』（明石書店、
2002年）、宮地正人「日本的国民国家の確立と日清戦争」（比較史・比較歴史教育研究会編『黒
船と日清戦争－歴史認識をめぐる対話』未来社、1996年）など、これまで政府の対外政策のあ
り方や知識人層のアジア論などを主たる分析対象として行われてきたが、日本の一般民衆に他
者認識がどのように形成され浸透したかという問題は十分な研究がされてこなかった。 
近年、兵藤裕己『演じられた近代－“国民”の身体とパフォーマンス』（岩波書店、2005年）、金
山泰志『明治期日本における民衆の中国観－教科書・雑誌・地方新聞・講談・演劇に注目して』
（芙蓉書房出版、2014年）など、大衆娯楽に描かれた他者像の分析を通して日本の一般民衆の
他者認識を検討する試みが行われているが、対象期間の短さ、娯楽作品の具体的な形成過程や一
般民衆による下からの契機の欠如といった問題が挙げられる。 
 
２．研究の目的 
本研究は大衆娯楽という切り口から日本人の他者認識の形成と変容の推移について検討す
ることを目的とする。その際、(1)他者認識がどのように形成され変容するか（江戸から明治へ
の連続と断絶）、(2)他者像の描写をめぐりどのような対立や葛藤があるか（大衆娯楽の制作
過程における関係者間の相関関係）、(3)「下から」の動的な契機の可能性はあるか（一般民
衆の他者像の受容と忌避）という３つに重点を置き、大衆娯楽に描かれた他者像とその受容
のあり方について多角的な視点から重層的に捉えることで、日本人の他者認識の本質的性
格へのアプローチを試みる。これは、グローバリゼーションや文化の多様性が唱えられなが
らも、いまだに排外主義的な主張が繰り返される現代の日本が抱える問題の本質を考える
上でも、極めて重要な作業である。 
 
３．研究の方法 
本研究は以下の３つのテーマのもとに進めた。 
テーマ①：「唐人踊り」「唐人祭り」にみる朝鮮認識 
日本全国の「唐人踊り」「唐人祭り」に関する現地調査を行い、近世から現在まで続く祭りの
変遷を分析し、変化した要素を抽出して各時代の中に位置づけ、これらに表象される民衆の他者
（朝鮮）認識の様相を考察する。 
テーマ②：戦争芝居に描かれた中国・朝鮮像 
新派劇俳優の川上音二郎が日清戦争時に興行した戦争芝居の分析をもとに芝居に描かれた中
国・朝鮮像を明らかにするとともに、興行に見られる検閲や観客の嗜好の影響の有無、さらには
川上自身の戦争観や他者認識について検討する。 
テーマ③：浪花節に語られたナショナリズム 
革命運動家から浪花節語りへと転身した宮崎滔天に焦点を当て、彼が自らの主義主張をどの
ように浪花節に結実させたかを検討するとともに、彼の浪花節に対する聴衆の反応をもとに当
時の民衆像も明らかにする。 
 
４．研究成果 
テーマ①：「唐人踊り」「唐人祭り」にみる朝鮮認識 
岡山県・三重県における大衆芸能「唐人踊り」「唐人祭り」の形成と各地域の領主との関係を
検討した研究分担者の既発表研究（須田努「通信使外交の虚実」趙景達編『近代日朝関係史』有
志舎、2012 年）を前提に、全国各地に残る「唐人祭り」「唐人踊り」の実地調査をもとに、近世
から現在まで続く祭りの変遷を分析し、変化した要素を抽出し、それを時代の中に位置づけ、そ
こに表象される他者（朝鮮）認識の様相を考察する予定であった。しかし 2019 年度末より発生
した新型コロナウィルスの感染拡大の影響で各地の伝統行事が中止される事態となり、研究を
遂行するための十分な調査が実施できなくなってしまった。同テーマについては引き続き今後
の課題として各地の行事の再開状況などを鑑みつつ検討することにしたい。 
テーマ②：戦争芝居に描かれた中国・朝鮮像 
川上音二郎一座が 1894 年 12 月に東京浅草座で興行した日清戦争芝居『川上音二郎戦地見聞
日記』の脚本を分析し、芝居に描かれた中国人・朝鮮人の描写をもとに川上の戦争観と他者認識
を検討した。芝居の脚本と当時新聞に掲載された劇評等の記事との比較の結果、同芝居には興行
の過程で演出が変更された箇所が少なからずあった。これらは何れも日本軍人の活躍描写と中
国人・朝鮮人の描写に集中しており、警察当局による検閲結果の反映に加え、興行の過程で観客
の嗜好を取り入れた結果と見られる。ただ、これらはあくまで興行主としての川上の判断であっ
た。演出に変更が加えられる前の脚本には日本の侵略意図やステレオタイプ化された中国・朝鮮
像とは異なる台詞も散見され、川上自身は日清戦争の本質を見抜いていており、また中国や朝鮮
にも高揚するナショナリズムの中で広がるステレオタイプ化された蔑視観とは違った眼差しを



持っていたものと考える。この研究成果は論文として発表した。 
テーマ③：浪花節に語られたナショナリズム 
中国革命の支援活動で挫折を味わった後、民衆への同化を志向して浪花節語りに転身した宮
崎滔天に焦点を当て、彼が主義鼓吹の具として自作した浪花節の原稿や新聞記事、速記本などの
分析を通してそれらの特徴を明らかにし、彼が自らの主義主張をどのように浪花節に結実させ
たかについて、彼の革命支援運動と浪花節語りとしての活動遍歴を追いつつ検討した。その上で、
そうした宮崎滔天の民衆認識やアジア認識を通じて近代化の過程で変容する民衆の「共同性」
（職住の環境で居合わせる他者と思いを通わせる基盤となる関係性）の様相について考察した。
この研究成果は研究協力者によって論文が発表された。 
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